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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部が吐出圧力空間となる密閉容器と、
　外部から吸込口に冷媒を導く吸込管と、
　前記吸込口に導いた冷媒が流れる吸込室と、
　前記吸込管と前記吸込室との間に位置し、前記吸込室から前記吸込管への冷媒の逆流を
防止する逆止弁と、
　前記吸込室から導いた冷媒を圧縮する圧縮室と、
　前記圧縮室で圧縮された冷媒を吐出する吐出口と、
　前記圧縮室で冷媒を圧縮する駆動源である電動機部と、を備え、
　前記吸込管は内部に冷媒が流れる吸込内管と前記吸込内管の外側に位置する吸込外管と
による二重管構造で構成されるとともに、前記吸込内管と前記吸込外管との間に形成され
た断熱空間部を有し、
　前記断熱空間部は、前記吸込管のうち前記吐出圧力空間と前記圧縮室に導かれる吸込み
冷媒を仕切る位置における前記吸込内管と前記吸込外管との間に設けられ、
　前記吸込口において、前記吸込口の内壁に前記吸込外管の外壁が接触し、前記吸込外管
の内壁に前記吸込内管の外壁が接触するように圧入締結して接続されており、
　前記逆止弁は弁体が前記吸込内管を封止することにより前記吸込室から前記吸込管への
冷媒の逆流を防止する
ことを特徴とする容積形圧縮機。
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【請求項２】
　前記吸込内管は前記吸込内管の内側から外側に貫通する孔を有する
ことを特徴とする請求項１に記載の容積形圧縮機。
【請求項３】
　前記吸込内管は鉄系の材質で形成され、
　前記吸込外管は銅系の材質で形成され、
　前記吸込管の一端側は、冷凍サイクルと繋がる吸接管と前記吸込外管とが溶接されて接
続される
ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の容積形圧縮機。
【請求項４】
　鏡板に立設する渦巻状のラップを有する旋回スクロールと、
　鏡板に立設する渦巻状のラップを有する固定スクロールと、を有し、
　前記旋回スクロール及び前記固定スクロールを互いに噛合わせて前記圧縮室を形成する
ことを特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれか１項に記載の容積形圧縮機。 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、冷凍機や給湯機、空調機器等の冷凍サイクル装置用の圧縮機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１では、スクロール圧縮機における吸込加熱の抑制を目的に吸込管を二重管と
してガス断熱空間部を設けることにより、断熱材の被覆を伴わない簡易的な構造の吸込管
を開示する。また、特許文献２では、管の接続強度不足を抑えた二重管構造の構成を開示
する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－１６９８１６号公報
【特許文献２】特開２０１２－３６７５１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来技術では、圧縮機の停止時に圧縮流体（冷媒）の逆流を防止する逆
止弁を吸込部に設置した場合の強度確保等について開示していない。
【０００５】
　本発明は、圧縮機の停止時に圧縮流体の逆流を防止する逆止弁を吸込部に設置した場合
であっても強度確保等することができる容積形圧縮機を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の容積形圧縮機は、内部が吐出圧力空間となる密閉容器と、外部から吸込口に冷
媒を導く吸込管と、吸込口に導いた冷媒が流れる吸込室と、吸込管と吸込室との間に位置
し、吸込室から吸込管への冷媒の逆流を防止する逆止弁と、吸込室から導いた冷媒を圧縮
する圧縮室と、圧縮室で圧縮された冷媒を吐出する吐出口と、圧縮室で冷媒を圧縮する駆
動源である電動機部と、を備え、吸込管は内部に冷媒が流れる吸込内管と吸込内管の外側
に位置する吸込外管とによる二重管構造で構成されるとともに、吸込内管と吸込外管との
間に形成された断熱空間部を有し、断熱空間部は、吸込管のうち吐出圧力空間と圧縮室に
導かれる吸込み冷媒を仕切る位置における吸込内管と吸込外管との間に設けられ、吸込口
において、吸込口の内壁に吸込外管の外壁が接触し、吸込外管の内壁に吸込内管の外壁が
接触するように圧入締結して接続されており、逆止弁は弁体が吸込内管を封止することに
より吸込室から吸込管への冷媒の逆流を防止することを特徴とする。
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【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、圧縮機の停止時に圧縮流体の逆流を防止する逆止弁を吸込部に設置し
た場合であっても強度を確保等する容積形圧縮機を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】スクロール圧縮機の縦断面図
【図２】吸込逆止弁が閉じた状態図(停止中)
【図３】吸込逆止弁が開いた状態図(運転中)
【図４】吸込逆止弁が開いた状態から閉じるまでの過渡状態図
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本実施例の容積形圧縮機は、内部が吐出圧力空間となる密閉容器と、外部から吸込口に
冷媒を導く吸込管と、吸込口に導いた冷媒を一時的に蓄える吸込室と、吸込管と吸込室と
の間に位置し、吸込室から吸込管への冷媒の逆流を防止する逆止弁と、吸込室から導いた
冷媒を圧縮する圧縮室と、圧縮室で圧縮された冷媒を吐出する吐出口と、圧縮室で冷媒を
圧縮する駆動源である電動機部と、を備え、吸込管は内部に冷媒が流れる吸込内管と吸込
内管の外側に位置する吸込外管とによる二重管構造で構成されるとともに、吸込内管と吸
込外管との間に形成された断熱空間部を有し、吸込外管は銅系材質で形成され、吸込内管
は鉄系の材質で形成され、吸込管の一端側は冷凍サイクルと繋がる吸接管と吸込外管とが
溶接されて接続され、吸込管の他端側は二重管構造で吸込口に圧入締結して接続され、逆
止弁は弁体が吸込内管を封止することにより吸込室から吸込管への冷媒の逆流を防止する
。
【００１０】
　本実施例の容積形圧縮機によれば、圧縮機の停止時に圧縮流体の逆流を防止する逆止弁
を吸込部に設置した場合であっても強度確保等することができる。具体的には、まず、吸
込内管と吸込外管とによる二重管構造により断熱空間部を形成したので、吸込加熱を抑制
した高効率の容積形圧縮機を提供することができる。また、吸込管と吸込室との間に位置
し吸込室から吸込管への冷媒の逆流を防止する逆止弁を備えるので、圧縮機の停止時に冷
媒が逆流することを防止することができる。さらに、二重管構造の吸込外管を銅系材質で
形成し吸込内管を鉄系の材質で形成するとともに、弁体が吸込内管（鉄材）を封止するこ
とにより冷媒の逆流を防止するよう構成したので、弁体が吸込外管（銅材）を封止する場
合に比べて、弁体の衝突に耐えうる強度を確保することができる。また、二重管構造の吸
込外管を銅系材質で形成し吸込内管を鉄系の材質で形成するとともに、吸込管の一端側で
冷凍サイクルと繋がる吸接管と吸込外管とを溶接して接続したので、吸接管に接続する吸
込外管が銅材であるため、溶接が容易となる。また、二重管構造の吸込外管を銅系材質で
形成し吸込内管を鉄系の材質で形成するとともに、吸込管の他端側を二重管構造で吸込口
に圧入締結して接続したので、吸込内管の鉄材で締結強度を確保し、吸込外管の銅材でシ
ール性を確保して、吸込管を吸込口に接続することができる。
【００１１】
　さらに、本実施例の容積形圧縮機では、吸込内管の内側から外側に貫通する孔を吸込内
管に形成する。吸込内管と吸込外管とによる二重管構造により断熱空間部を形成するが、
吸込冷媒には潤滑油が混入しており、断熱空間部に油が溜まると断熱効果を十分に得るこ
とができない。そこで、吸込内管に油抜き孔を設けることにより、吸込冷媒に潤滑油を多
く含んだ状態で運転した場合でも、吸込外管と吸込内管との間に設けた断熱空間部に油が
溜まることなく、吸込冷媒でガス断熱空間部を満たすことができる。従って、運転条件に
よらず、吸込加熱を抑制した高効率の容積形圧縮機を提供することができる。特に、加熱
による冷媒の体積変化が大きいＣＯ2冷媒を用いる場合や、吐出ガス温度が高温となるＲ
３２冷媒を用いる場合に有効である。
【００１２】
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　以下、本発明の実施例について、スクロール圧縮機を例にして、図１－４を用いて説明
する。図１は本実施例のスクロール圧縮機の縦断面図、図２は吸込逆止弁が閉じた状態図
(停止中)、図３は吸込逆止弁が開いた状態図(運転中)、図４は吸込逆止弁が開いた状態か
ら閉じるまでの過渡状態図である。
【００１３】
　図１において、符号の１は密閉容器、２は圧縮機構部、３は旋回スクロール、３ａは旋
回スクロールの渦巻状のラップ、４は固定スクロール、４ａは固定スクロールの渦巻状の
ラップ、５はクランク軸、６は固定スクロール４とクランク軸５を回転させる軸受を具備
するフレーム、７は電動機部、８は旋回スクロールの自転を阻止し旋回運動させるための
自転阻止部材に係るオルダムリング、１１は密閉容器の蓋体、１２はターミナル、１３は
ターミナルカバー取付け用ピンである。
【００１４】
　図１に示すスクロール圧縮機は、密閉容器１内に、圧縮機構部２と電動機部７とがクラ
ンク軸５を介して連結して収納される。圧縮機構部２は、鏡板に立設する渦巻状ラップ３
ａ，４ａをそれぞれ有する旋回スクロール３及び固定スクロール４を互いに噛み合せて圧
縮室９を形成する。さらに、旋回スクロール３の自転阻止部材であるオルダムリング８、
固定スクロール４に結合されたフレーム６を備える。
【００１５】
　次に、スクロール圧縮機の圧縮作用について説明する。ロータ１５はステータ１６が発
生する回転磁界により回転力を与えられる。ロータ１５に固定されたクランク軸５はロー
タ１６の回転に伴い回転動作を行い、旋回スクロール３はオルダムリング８の作用により
自転することなく偏心回動（公転）する。旋回スクロール３の偏心回動により、冷凍サイ
クルの吸接管２１とろう付け溶接された吸込外管１４を介して吸込まれた圧縮流体（冷媒
）が吸込室１０から圧縮室９で徐々に圧縮され、吐出口４ｃから密閉容器１の中に放出さ
れる。密閉容器１の中は吐出圧力空間２４で満たされる。放出された圧縮流体は電動機部
７を冷却して吐出管１７から外部の冷凍サイクルへ供給される。このとき、潤滑油が微小
に吐出冷媒に混入する。混入した潤滑油は冷媒と共に冷凍サイクルを循環し、吸込冷媒に
混入して圧縮機へ戻る。
【００１６】
　図２－４を用いて吸込逆止弁１８を備えた吸込二重管の機能と構成について説明する。
図２に圧縮機停止時に吸込逆止弁が閉じた状態を、図３に圧縮機運転中で吸込逆止弁が開
いた状態を、図４に吸込逆止弁が開いた状態から閉じる状態になるまでの過渡状態をそれ
ぞれ示す。
【００１７】
　圧縮機運転時から停止状態に入る際、圧縮機構部２から固定スクロール吸込口４ｂを介
して圧縮流体が冷凍サイクル側に逆流する。圧縮機構部２内の圧縮室９は中心ほど圧力が
高いため、圧縮室９内の圧縮流体が圧力の低い吸込側に戻ろうとして、クランク軸５及び
ロータ１５を逆回転させる。この逆回転を防止するため、吸込逆止弁１８を固定スクロー
ル吸込口４ｂ（吸込管と吸込室との間）に設置し、吸込内管２２端面と弁体２０が接触し
、図２の如く、吸込逆止弁１８が閉じる（弁体が吸込内管２２を封止することにより吸込
逆止弁１８が閉じる）。
【００１８】
　圧縮室９内に残る圧縮過程の圧縮流体だけでなく、密閉容器１内の吐出圧力空間２４の
圧縮流体が一斉に逆流し始めると、大きな負荷が吸込逆止弁１８に掛かるため、スプリン
グ１９の付勢を利用して、吸込内管２２端面と弁体２０の衝突力を緩和させる。
【００１９】
　しかしながら、このような衝突力の緩和策だけでは信頼性の確保が難しいため、本実施
例においては、弁体２０の衝突力に耐え得る強度を確保できるよう、吸込内管２２の材質
を鉄系とする。
【００２０】
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　また、吸込外管１４の内部に吸込内管２２を設け、吸込外管１４と吸込内管２２との間
にガス断熱空間部を形成する吸込二重管（吸込管）２３を構成し、高温となる吐出圧力空
間２４による吸込外管を介しての冷媒の加熱を抑制し、体積効率向上を図る。更に吸込内
管２２に管の内側から外側へ貫通する油抜き穴２２ａを付加することにより、吸込冷媒に
混入した油がガス断熱空間部に溜まることを防止する。
【００２１】
　一方、吸込外管１４は材質を銅系とし、冷凍サイクルに繋がる吸接管２１との溶接を容
易にする。更に、吸込外管１４の材質が銅系であることにより、固定スクロール吸込口４
ｂ部の壁面に沿う形で密着シールでき、吐出圧力空間２４から吸込室１０への高圧冷媒の
流入を防止する。吸込外管１４の圧入相手となる固定スクロール４等のポンプ部品は高い
圧縮荷重が加わるため、高強度の鉄系の材質を用いるのが一般的であるが、鉄系の材質で
ある吸込内管２２で銅系の材質である吸込外管１４を挟み込んで圧入し、固定スクロール
吸込口４ｂ部の壁面に沿って吸込外管１４を塑性変形させる（鉄系の吸込内管と銅系の吸
込外管の二重管構造で吸込口に圧入締結して接続する）。
【００２２】
　以上、本実施例によれば、逆止弁を吸込部に設置した場合であっても強度を確保等する
容積形圧縮機を提供することができる。
【符号の説明】
【００２３】
１…密閉容器、２…圧縮機構部、３…旋回スクロール、３ａ…旋回スクロールの渦巻状ラ
ップ、３ｂ…旋回スクロール鏡板、４…固定スクロール、４ａ…固定スクロールの渦巻状
ラップ、４ｂ…固定スクロール吸込口、４ｃ…固定スクロール吐出口、５…クランク軸、
６…固定スクロール４とクランク軸５を回転させる軸受を具備するフレーム、７…電動機
部、８…旋回スクロールの自転阻止部材に係るオルダムリング、９…圧縮室、１０…吸込
室、１１…密閉容器の蓋体、１２…ターミナル、１３…ターミナルカバー取付け用ピン、
１４…吸込外管、１５…ロータ、１６…ステータ、１７…吐出管、１８…吸込逆止弁、１
９…スプリング、２０…弁体、２１…吸接管、２２…吸込内管、２２ａ…吸込内管油抜き
孔、２３…吸込二重管（吸込管）、２４…吐出圧力空間
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